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1.  平成21年12月期第3四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第3四半期 26,609 ― 344 ― 386 ― △95 ―

20年12月期第3四半期 28,634 △8.8 △114 ― △50 ― △362 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

21年12月期第3四半期 △4.98 ―

20年12月期第3四半期 △18.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第3四半期 41,657 29,552 61.2 1,333.12
20年12月期 43,579 29,914 59.3 1,351.30

（参考） 自己資本   21年12月期第3四半期  25,498百万円 20年12月期  25,847百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
21年12月期 ― 5.00 ―

21年12月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,500 △4.2 850 222.0 900 176.1 200 ― 10.46
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な
事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５～６ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想の前提となる条件等については、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関す
る定性的情報」をご覧ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、第１四半期連結会計期間から、
「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし
書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第3四半期  20,763,600株 20年12月期  20,763,600株

② 期末自己株式数 21年12月期第3四半期  1,636,550株 20年12月期  1,636,019株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第3四半期  19,127,232株 20年12月期第3四半期  19,140,476株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的な景気悪化の影響が弱まりつつあ

り、一部に持ち直しの動きがみられ始めているものの、依然、雇用情勢は高い失業率で推移し、個人消

費の低迷が企業収益を圧迫するなど、不透明な状況で推移しました。 

 当社グループ関連の建設・住宅業界においても、設備投資や新築住宅着工の低迷など、当社を取り巻

く環境は大変厳しい状況が続いております。 

  このような環境の下、室内外装品関連事業においては、積極的な営業活動や新製品の投入により、売

上向上を目指すとともに、コスト低減活動による収益改善に取り組んでまいりました。また、駐車場装

置関連事業においても、主力製品を重点的に販促し、販売競争力の強化を図り、収益確保に注力してま

いりました。一方、減速機関連事業においては、新規顧客の獲得や、原価低減及び生産性の向上に努め

てまいりましたが、産業用機械向けの需要低迷の影響もあり、引き続き厳しい事業環境を強いられまし

た。 

  この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は26,609百万円、営業利益は344百万円、経常

利益は386百万円となりました。また、四半期純損益については第１四半期において「棚卸資産の評価

に関する会計基準」を適用し、併せて、たな卸資産の評価ルールについての見直しを行い、期首時点で

保有していた棚卸資産に係る評価損として210百万円を特別損失に計上したことなどから、95百万円の

損失となりました。 

  なお、事業の種類別セグメントごとの概況は次のとおりであります。 

  
  

   ［室内外装品関連事業］ 

依然、新築住宅着工戸数が低調に推移している厳しい事業環境において、経営資源を的確に効率よく

活用し、売上向上とコスト低減活動の継続に努めるとともに、インテリア業界における競争力の強化を

目的に本年５月、株式会社ヨコタと業務・資本提携を図り、緊密な協力・信頼関係を構築してまいりま

した。 

  また、本年３月に発売した全30色の高機能でカラフルな新感覚ファブリックの『マカロン』(「ロー

ルスクリーン」、住宅用タテ型ブラインド「ラインドレープ」の２製品)シリーズに、新しく３製品

(「プリーツスクリーン ペルレ」、「クレアス ローマンシェード」、「クレアス カーテン」)を追加

したほか、窓辺をキュートに演出する新しいタイプのロールスクリーン『マカロンパレット』を新発売

するなど、多様な商品の開発に注力してまいりました。 

  しかしながら、前年同時期よりも個人消費の低下および住宅投資の低迷などにより、売上高は22,242

百万円となりました。一方、営業利益はコスト低減や効率的な費用投入に取り組んだことにより、234

百万円となりました。 

  
  

   ［駐車場装置関連事業］ 

主力製品である「パズルタワー」の新規完工が増加したほか、改造・改修工事が計画より増加したこ

とにより、売上高は2,733百万円となりました。営業利益は売上高の増加に加えて、継続的な原価低減

に努めた結果、242百万円となりました。 
  

   ［減速機関連事業］ 

前年度後半から産業用機械向け受注が大幅に減少するなど厳しい事業環境が続く中、積極的な提案型

営業による拡販を進めましたが、売上高は1,633百万円となりました。営業損益は生産性の向上に努め

たものの売上高減少による固定費負担が補えず、132百万円の損失となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1.  連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末の総資産は41,657百万円で、前連結会計年度末と比較し1,922百万円の

減少となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が減少したことにより流動資産が2,590百万円減

少した一方で、有形固定資産の取得等により固定資産が668百万円増加したことによるものでありま

す。 

  負債につきましては、12,105百万円で、前連結会計年度末と比較し1,559百万円の減少となりまし

た。これは、主に仕入債務が減少したことによるものであります。 

  純資産につきましては、29,552百万円となり、前連結会計年度末と比較し362百万円の減少となりま

した。これは、主に配当および四半期純損失による利益剰余金の減少によるものであります。 

  これらの結果、自己資本比率は61.2％と、前連結会計年度末と比較し、1.9ポイントの増加となりま

した。 

  

  ［キャッシュ・フローの状況］ 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ370百万円減

少し、6,098百万円となりました。 
  

   [営業活動によるキャッシュ・フロー] 

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,135百万円の増加となりました。これは税金等調整前四半

期純利益152百万円に対し、売上債権の減少額2,723百万円等による増加があった一方で、仕入債務の減

少額1,461百万円および法人税等支払額318百万円等による減少があったことによるものであります。 
  

   [投資活動によるキャッシュ・フロー] 

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,269百万円の減少となりました。これは主に、当社滋賀工

場新生産棟建設、大阪支店建設工事の開始および連結子会社である立川機工株式会社の新本社社屋建設

等に伴う有形固定資産の取得による支出1,231百万円等があったことによるものであります。 
  

   [財務活動によるキャッシュ・フロー] 

財務活動によるキャッシュ・フローは、237百万円の減少となりました。これは主に、配当金の支払

235百万円によるものであります。 

  

今後の見通しにつきましては、雇用情勢の一層の悪化が個人消費を低下させ、個人消費の低迷が企業

収益を圧迫し、それにより企業が雇用出来なくなるという悪循環に陥る懸念が、今なお国内に内在して

いることからくる景気の先行き不透明感などから、経営環境は予断を許さない状況が続くと思われま

す。 

  このような環境に対し、当社と致しましては売上向上を目指し、お客様のニーズに応える商品開発お

よび拡販などに努めるほか、引き続き全社的なコスト削減に取り組んでまいります。 

  これらを踏まえ、平成21年12月期の通期の連結業績予想につきましては、現時点において平成21年８

月11日に公表しました数値から変更はありません。 

  

  

2.  連結財政状態に関する定性的情報

3.  連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 
  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 
  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化が無いと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、第１四半期連結

会計期間から、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日  内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半

期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 
  

②たな卸資産の評価基準及び評価方法 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によって

おりましたが、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

委員会  平成18年７月５日  企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として総平均法によ

る原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しており

ます。 

  また、同会計基準の適用に伴い、たな卸資産の評価ルールについての見直しを行っております。 

  これらにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益および経

常利益は10,236千円、税金等調整前四半期純利益は220,996千円それぞれ減少しております。 

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会

 平成18年５月17日  実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
  

4.  その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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④リース取引に関する会計基準等の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17

日  最終改正平成19年３月30日  企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準委員会  平成６年１月18日  最終改正平成19年３月30日  企業会計基準適用指針

第16号）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用すること

ができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常

の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。 

  なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

  これによる損益に与える影響はありません。 

  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律  平成20年４月30

日  法律第23号）に伴い、機械装置の耐用年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間より

改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。 

  これにより、従来の方法によった場合に比べて当第３四半期連結累計期間の営業利益および経常利

益は5,916千円、税金等調整前四半期純利益は5,915千円それぞれ減少しております。 

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

 （追加情報）

有形固定資産の耐用年数の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,179,268 6,659,741

受取手形及び売掛金 9,863,650 12,056,670

商品及び製品 709,431 679,061

仕掛品 2,641,917 2,333,851

原材料及び貯蔵品 2,892,839 3,005,776

その他 1,472,571 1,615,154

貸倒引当金 △15,493 △15,627

流動資産合計 23,744,185 26,334,628

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 11,901,194 11,397,663

減価償却累計額 △7,275,480 △7,202,841

建物及び構築物（純額） 4,625,714 4,194,822

土地 7,379,363 7,379,363

その他 13,410,042 13,092,535

減価償却累計額 △11,664,788 △11,471,988

その他（純額） 1,745,254 1,620,547

有形固定資産合計 13,750,331 13,194,733

無形固定資産 328,284 350,405

投資その他の資産   

投資有価証券 1,334,631 1,326,258

その他 2,576,101 2,448,174

貸倒引当金 △76,098 △74,595

投資その他の資産合計 3,834,634 3,699,837

固定資産合計 17,913,250 17,244,976

資産合計 41,657,435 43,579,605
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,777,047 7,545,424

短期借入金 99,232 100,065

未払法人税等 230,029 184,159

賞与引当金 537,986 180,691

役員賞与引当金 32,900 54,755

製品保証引当金 3,437 3,769

その他 1,522,785 1,856,856

流動負債合計 8,203,418 9,925,720

固定負債   

退職給付引当金 3,625,085 3,494,823

役員退職慰労引当金 252,373 233,279

その他 24,454 11,454

固定負債合計 3,901,913 3,739,557

負債合計 12,105,331 13,665,278

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,475,000 4,475,000

資本剰余金 4,395,017 4,395,017

利益剰余金 17,475,155 17,761,736

自己株式 △838,428 △838,191

株主資本合計 25,506,744 25,793,562

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 15,281 79,415

繰延ヘッジ損益 △1,473 △3,468

為替換算調整勘定 △21,986 △22,412

評価・換算差額等合計 △8,178 53,534

少数株主持分 4,053,538 4,067,229

純資産合計 29,552,104 29,914,327

負債純資産合計 41,657,435 43,579,605
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(2)【四半期連結損益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 26,609,343

売上原価 15,796,688

売上総利益 10,812,654

販売費及び一般管理費 10,468,632

営業利益 344,022

営業外収益  

受取利息 6,959

受取配当金 14,858

受取保険金 31,513

その他 77,511

営業外収益合計 130,843

営業外費用  

支払利息 3,026

手形売却損 27,748

売上割引 46,183

その他 11,735

営業外費用合計 88,694

経常利益 386,171

特別利益  

固定資産売却益 216

貸倒引当金戻入額 2,484

特別利益合計 2,701

特別損失  

たな卸資産評価損 210,760

固定資産除却損 24,502

投資有価証券評価損 379

ゴルフ会員権評価損 750

特別損失合計 236,391

税金等調整前四半期純利益 152,480

法人税、住民税及び事業税 345,110

法人税等調整額 △132,838

法人税等合計 212,272

少数株主利益 35,516

四半期純損失（△） △95,307
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 152,480

減価償却費 556,327

負ののれん償却額 △1,067

賞与引当金の増減額（△は減少） 357,294

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,854

退職給付引当金の増減額（△は減少） 130,261

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,094

製品保証引当金の増減額（△は減少） △331

貸倒引当金の増減額（△は減少） 619

固定資産売却損益（△は益） △216

固定資産除却損 24,502

投資有価証券評価損益（△は益） 379

ゴルフ会員権評価損 750

受取利息及び受取配当金 △21,818

支払利息 3,026

売上債権の増減額（△は増加） 2,723,942

たな卸資産の増減額（△は増加） △226,402

仕入債務の増減額（△は減少） △1,461,436

その他 △848,340

小計 1,387,209

利息及び配当金の受取額 22,043

利息の支払額 △4,277

法人税等の支払額 △318,413

法人税等の還付額 49,244

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,135,806

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,231,378

有形固定資産の売却による収入 829

無形固定資産の取得による支出 △20,702

投資有価証券の取得による支出 △123,485

投資その他の資産の増減額（△は増加） △5,151

定期預金の増減額（△は増加） 110,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,269,688

財務活動によるキャッシュ・フロー  

リース債務の返済による支出 △2,368

配当金の支払額 △192,414

少数株主への配当金の支払額 △43,227

その他 710

財務活動によるキャッシュ・フロー △237,300

現金及び現金同等物に係る換算差額 910

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △370,272

現金及び現金同等物の期首残高 6,469,150

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,098,878
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、第１四半期連結会計期間から、

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 

 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早

期に適用しております。 
  

該当事項はありません。 
  

  当第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日) 
  

 
(注) １  事業区分は、製品の種類、性質および販売市場等の類似性を考慮し、内部管理上採用している区分によって

おります。 

２  各事業の主要な製品 

(１) 室内外装品関連事業………ブラインド、間仕切、カーテンレール、内装工事 

(２) 駐車場装置関連事業………機械式立体駐車装置 

(３) 減速機関連事業……………減速機 

３  上記金額には消費税等は含まれておりません。 

４  会計処理の方法の変更 

棚卸資産の評価に関する会計基準 

  【定性的情報・財務諸表等】４．（３）②に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会  平成18年７月５日  企業会計基準第９号）を適用しており

ます。また、同会計基準の適用に伴い、たな卸資産の評価ルールについての見直しを行っております。 

  これらにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「室内外装品関連事業」

の営業利益は8,671千円減少し、「減速機関連事業」の営業損失は1,565千円増加しております。 

５  追加情報 

  【定性的情報・財務諸表等】４．（３）（追加情報）に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人

税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律  平成20年４月30日  法律第23号）に伴い、機械装置の耐用

年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更してお

ります。 

  これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「室内外装品関連事業」の

営業利益は11,445千円、「駐車場装置関連事業」の営業利益は2,392千円それぞれ減少し、「減速機関連事

業」の営業損失は7,921千円減少しております。 
  

  当第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報は記載しておりません。 
  

  当第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日) 

連結売上高に対する海外売上高の割合は10％未満のため、記載しておりません。 
  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

室内外装品
関連事業 
(千円)

駐車場装置
関連事業
(千円)

減速機
関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

 売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 22,242,261 2,733,974 1,633,107 26,609,343 ― 26,609,343

(2) セグメント間の内部 
    売上高又は振替高

― ― 121,519 121,519 (121,519) ―

計 22,242,261 2,733,974 1,754,626 26,730,862 (121,519) 26,609,343

 営業利益又は営業損失(△) 234,031 242,505 △132,513 344,022 ― 344,022

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

前年同四半期に係る財務諸表等

（1） (要約)前四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日
至 平成20年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅰ  売上高 28,634,113

Ⅱ  売上原価 17,191,461

      売上総利益 11,442,652

Ⅲ  販売費及び一般管理費 11,557,241

      営業損失(△) △ 114,588

Ⅳ  営業外収益 174,343

Ⅴ  営業外費用 110,200

      経常損失(△) △ 50,446

Ⅵ  特別利益 9,087

Ⅶ  特別損失 54,824

      税金等調整前四半期純損失(△) △ 96,183

      法人税等 216,382

      少数株主利益 49,453

      四半期純損失(△) △ 362,019
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（2） (要約)前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日
至 平成20年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅰ  営業活動によるキャッシュ・フロー

      税金等調整前四半期純損失(△) △ 96,183

      減価償却費 549,081

      賞与引当金増加額 573,389

      退職給付引当金増加額 91,860

      貸倒引当金増加額 5,913

      売上債権の減少額 2,325,920

      たな卸資産の増加額 △ 133,879

      仕入債務の減少額 △ 1,089,991

      法人税等支払額 △ 642,760

      その他 △ 280,079

    営業活動によるキャッシュ・フロー 1,303,271

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

      固定資産の取得による支出 △ 980,396

      その他 △ 21,921

    投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,002,318

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

      借入金の純増加額 16,628

      配当金支払額 △ 341,982

      その他 △ 9,395

    財務活動によるキャッシュ・フロー △ 334,749

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 11,972

Ⅴ  現金及び現金同等物の減少額 △ 45,768

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高 6,733,938

Ⅶ  現金及び現金同等物の四半期末残高 6,688,169

立川ブラインド工業㈱（7989）平成21年12月期第３四半期決算短信

― 13 ―



【事業の種類別セグメント情報】 

    前第３四半期連結累計期間(自  平成20年１月１日  至  平成20年９月30日) 

  

 
(注) １  事業区分は、製品の種類、性質および販売市場等の類似性を考慮し、内部管理上採用している区分によって

おります。 

２  各事業の主要な製品 

(1) 室内外装品関連事業………ブラインド、間仕切、カーテンレール、内装工事 

(2) 駐車場装置関連事業………機械式立体駐車装置 

(3) 減速機関連事業……………減速機 

３  上記金額には消費税等は含まれておりません。 

  

（3）セグメント情報

室内外装品
関連事業 
(千円)

駐車場装置
関連事業
(千円)

減速機
関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

 売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 24,023,153 2,172,388 2,438,571 28,634,113 ― 28,634,113

(2) セグメント間の内部 
    売上高又は振替高

― ― 88,076 88,076 (88,076) ―

計 24,023,153 2,172,388 2,526,647 28,722,190 (88,076) 28,634,113

 営業費用 24,283,961 2,011,778 2,541,038 28,836,778 (88,076) 28,748,702

 営業利益又は営業損失（△） △ 260,808 160,610 △ 14,391 △ 114,588 ― △ 114,588
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